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1960 栃木県生まれ（農家の次男）

1982 東京大学農学部農業工学科卒業

1984 三重大学農学部助手（農業物理学）
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2003 内閣府技官（参事官補佐）併任

2005 東京大学准教授 大学院農学生命科学研究科（国際情報農学）

2008 東京大学教授 大学院情報学環
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スイッチON=クリスマスイブの霜柱 https://www.a.u-tokyo.ac.jp/pr-yayoi/61f6.pdf

http://twitter.com/HiroshiIwase/status/156048332777725952/photo/1/large
https://www.a.u-tokyo.ac.jp/pr-yayoi/61f6.pdf


霜柱



過冷却が破れる瞬間！

After p. 60, Bachelor thesis of Prof. Mizoguchi

“Analytical study on thermal diffusivity of field soil” (1982) written in 

Japanese

1981年12月24日5:00

東京大学農学部弥生
キャンパス内実験圃場

打点式記録計（１９８１）

土壌物理学+物理化学



凍結過程の熱と水分の移動式
土壌物理学



凍結過程の
土壌水分移動

(1984-1990)

• 凍結前線に土壌水
が集まる

• 凍土中の液状水
（不凍水）が減少

土壌物理学＋情報科学



シベリアの気象観測(1997-2000)

土壌物理学+体育学+雪氷学



ツンドラの調査(1998.8)



アラスの調査(2000.7)





インドネシア

焼畑調査 (2007.10.6)

森林土壌の透水性



インドネシア

SRIとの出会い (2006.10)



東北タイにおける
持続可能な農業のあり方

農民は畦をタイミングよく崩しながら、
溜池の水を上手に使っている



不耕起SRI
宍塚（茨城県）

2016.6.12



タイ・インドネシア海外実習
(2011.10)



2009.10
東北タイ実習



タイ・チェンマイ (2007.12)



タイのホウレンソウ栽培現場 (2008)

2007年12月20日センサー設置

（原発事故前）海外の農地モニタリング

土壌物理学+体育学+語学



Connecting Farm with Table (2008)

Monitor and the cube (Media Top) is 

set at University Cafeteria to introduce

“Spinach made in Chang Mai, 

Thailand.”



国境（タイー中国）にて (2010.3.7)



ラオス(2010.10)

子守するアカ族の女の子たち
(2010.10.9)

アカ族の村調査
(2010.10.9)



ラオス (2010.10)
SRI水田に関する聞き取り調査



ベトナム・ハノイ北部 (2008.12)



チュニジアでの設置作業 (2010.1.7)



国際学会 と フィールド調査



ＩＣＴ・ＩｏＴで世界の農業・農村をこう変えてみたい
2050農村超スマート社会

• 海外現地生産方式
– トヨタの農業版
– 農業生産、適地適作
– リンゴ、イチゴ
– 地球観測データ
– ロボット

• 都市
– 交流の場、出会いの場

• 地方
– ゆとりの生活
– 子育て、三世代家族
– 産業の分散化

• 農村インフラ整備
– 情報、交通
– 次世代型SNS, IoT



農業生産技術と国際協力

• 農業生産技術

–上もの

• 栽培学、作物学、気象学、、、

–縁の下

• 基盤整備：灌漑排水、農地整備、、、→農業土木学

• 国際協力

–釈迦に説法かもしれない。。。

農学会
・日本農学会

・公益財団法人農学会

https://www.google.com/search?biw=1536&bih=846&ei=SHh-X-O7LY2Gr7wP1Y2uiAM&q=%E8%BE%B2%E6%A5%AD%E7%94%9F%E7%94%A3%E6%8A%80%E8%A1%93&oq=%E8%BE%B2%E6%A5%AD%E7%94%9F%E7%94%A3%E6%8A%80%E8%A1%93&gs_lcp=CgZwc3ktYWIQAzICCAAyAggAMgYIABAFEB4yBggAEAUQHlC7-RRYu_kUYKb7FGgAcAB4AIABfIgBfJIBAzAuMZgBAKABAqABAaoBB2d3cy13aXrAAQE&sclient=psy-ab&ved=0ahUKEwjj_4-3-KPsAhUNw4sBHdWGCzE4ChDh1QMIDQ&uact=5
https://www.google.com/search?biw=1536&bih=846&ei=VHt-X_e-CI-K0ASoiZ7oBg&q=%E5%9B%BD%E9%9A%9B%E5%8D%94%E5%8A%9B&oq=%E5%9B%BD%E9%9A%9B%E5%8D%94%E5%8A%9B&gs_lcp=CgZwc3ktYWIQAzIICAAQsQMQsQMyCggAELEDELEDEEMyAggAMgIIADIECAAQQzICCAAyAggAMgIIADoECAAQR1CLtwFYi7cBYMi7AWgAcAJ4AIABW4gBW5IBATGYAQCgAQKgAQGqAQdnd3Mtd2l6yAEBwAEB&sclient=psy-ab&ved=0ahUKEwj3uOKq-6PsAhUPBZQKHaiEB20Q4dUDCA0&uact=5
http://www.ajass.jp/
http://www.nougaku.jp/
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クイズ（１） ①～⑳に適当な言葉を書きなさい。
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表
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https://forms.gle/yXcE1S5U1AHPpdNG6





１．世代を超えた歴史的な財産である
農地と農業用水

• http://www.maff.go.jp/j/budget/2010_3/pdf/
enkatu-haikei.pdf

出展： 農林水産省農村振興局「我が国の農地と水 (p.3)

32



首都圏近郊の航空写真（Google マップ）

33

２．関東平野における水田開拓



https://suido-ishizue.jp/daichi/part2/05/05.html

出展：(一社)農業農村整備情報総合センター：水土の礎「大地への刻印」

裏クイズ（２） 利根川を見つけ上流から下流まで鉛筆でたどりなさい。

34

https://suido-ishizue.jp/daichi/part2/05/05.html


利根川の東遷

http://suido-ishizue.jp/daichi/part2/05/05_1.html

①文禄３年(1594)
②元和７年(1621)
③寛永６年(1629)
④寛永18年(1641)
⑤承応３年(1654)

35

東京湾へ流れ込んでいた利根川の流路を現在の河口(銚子)へと変更する事業

目的
・利水:河川沿いの沼や湿地帯を新田として開発して米を増産
・治水:江戸中心部の洪水被害の回避
・舟運:水上交通網の整備
・防衛:東北諸藩に対する防衛

http://suido-ishizue.jp/daichi/part2/05/05_1.html


３．不毛な地を緑に変える農業土木

• プロジェクトＸ：名もなき挑戦者たち
– 「命の水 暴れ川を制圧せよ」 （つづき））

– 〜日本最大 愛知用水・13年のドラマ
– NHK「プロジェクトX」制作班(2002.5.28)

https://www.water.go.jp/chubu/aityosui/index.html

Copyright愛知用水総合管理所AｌｌRightsReserved
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https://youtu.be/XWffCb36Aqg
https://youtu.be/R0lQvU_xEPE
https://www.water.go.jp/chubu/aityosui/index.html
https://www.water.go.jp/chubu/aityosui/b(jyouhou-main)/01(aitiyousui)/07(nenpyou)/b-01-07.html


グループデスカッション (10’)

• どのあたりに感動（？）したか？

• 地域の農業開発ために学んでおくべき学問
は何だろうか？

• その他



４．日本の農業用水（かんがい）の特徴

• 農業用水は、我が国の水利使用量の約3分
の2を占めている

• 農業（稲作）には多くの水を必要とする

• 弥生時代以来、多くの人達による開発努力が
続けられてきた

–稲作の普及

–耕地面積の増加

–農業用水の確保のために

https://www.maff.go.jp/j/nousin/keityo/mizu_sigen/pdf/panf05_j.pdf

日本のかんがいの特徴
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https://www.maff.go.jp/j/nousin/keityo/mizu_sigen/pdf/panf05_j.pdf


５．農業基盤整備ー土地改良区

• 土地改良法(1949)

• 土地改良事業（農業農村整備事業）の仕組み
– 申請主義 （農民のイニシャティブ、自己責任）
– 2/3以上の同意と事業への強制参加
– 補助金あるいは農民負担制度
– 同意と補助金

• 「地域的対抗関係」（新沢, 1955）

• 土地改良区の運営
– 組合員（耕作者主義）
– 三権分立
– 総代会
– 用水管理

参加型水管理 PIM
（Participatory Irrigation Management）
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http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9C%9F%E5%9C%B0%E6%94%B9%E8%89%AF%E5%8C%BA


水土の礎

http://suido-ishizue.jp/ 40

http://suido-ishizue.jp/


農業土木を活かした職業
• 研究者

– 大学（地域環境工学系）、研究所

• 公務員
– 農林水産省農村振興局、その他
– 各県農業土木職

• コンサルタント
• 建設会社

– 清水、鹿島、大成、熊谷、安藤ハザマ、・・・

• 団体職員
– 土地改良区（美土里ネット）

• その他
– NGO, NPO等の国際協力関係の職員
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http://www.ntc-i.co.jp/project/project.html


講義の要点

• 農業土木学の哲学（縁の下の力持ち）
–総合的な農業開発技術学

–土と水の開発と管理

–人のため、地域のため、国のため

–技術の裏支え→知恵

• 個人的なつぶやき
–学生時代はあんなに嫌いだったのに

• 農業土木学の再発見

–なぜ今はこんなにも愛しちゃたのだろうか？
42

http://soil.en.a.u-tokyo.ac.jp/~mizo/essay/discover.html


「国際協力」を考えるヒント

• 日本の貢献

–なぜ国際協力が必要なのか？

• 日本の技術力

–日本／自分に何ができるのか？

• 現地に対する理解

–現場のニーズは何か？

–生活・慣習・文化

• カウンターパート

–現地に信用できる友人はいるか？

NGOなどのボランティアとの
協力も同じ

参考文献： 農業農村開発の技術を考える（ARDEC 第60号, March 2019)

http://www.jiid.or.jp/ardec/ardec60/ard60_key_note_g.html
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